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【公表日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  11/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  11/04    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抽出のための抽出媒体としての均一相中に磁性イオンを含有するイオン液体の使用であ
って、抽出物が抽出媒体と磁場との相互作用に基づいて分離される使用。
【請求項２】
　前記磁性イオン液体が常磁性イオン液体である、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記抽出が液液抽出または液固抽出または液ガス抽出である、請求項１または２に記載
の使用。
【請求項４】
　前記常磁性イオン液体が遷移金属化合物のアニオンを含む、請求項２または３に記載の
使用。
【請求項５】
　前記常磁性イオン液体が、遷移金属および／または遷移金属化合物のカチオンを含む、
請求項２乃至４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
　前記常磁性イオン液体が以下の一般式の１つである、
　［Ａ］＋［Ｍ＋ＶＸＶ＋１］－、
　（［Ａ］＋）２［Ｍ＋ＶＸＶ＋２］２－または
　（［Ａ］＋）３［Ｍ＋ＶＸＶ＋３］３－

　式中、［Ａ］＋は、第４級アンモニウムカチオン［Ｒ１’Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｎ］＋、ホスホ
ニウムカチオン［Ｒ１’Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｐ］＋、スルホニウムカチオン［Ｒ１’Ｒ１Ｒ２Ｓ
］＋または複素環式芳香族カチオンであり、
　Ｍ＋Ｖは酸化数＋ｖを有する遷移金属原子であり、Ｘは荷電数－１を有するイオンまた
はリガンドである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記常磁性イオン液体が、非常磁性イオン液体中の常磁性の無機塩および／または有機
塩の溶液を含む、請求項２乃至６のいずれか１項に記載の使用。
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【請求項８】
　前記非常磁性イオン液体が次の一般式である、
　（［Ａ］＋）ａ［Ｂ］ａ－

　式中、［Ａ］＋は、第４級アンモニウムカチオン［Ｒ１’Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｎ］＋、ホスホ
ニウムカチオン［Ｒ１’Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｐ］＋、スルホニウムカチオン［Ｒ１’Ｒ１Ｒ２Ｓ
］＋または複素環式芳香族カチオンである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記常磁性塩が、２００℃未満の融点を有する、請求項７または８に記載の使用。
【請求項１０】
　前記常磁性イオン液体が、イオン液体中の常磁性無機塩および／または常磁性有機塩の
溶液を含み、前記常磁性イオン液体が、２００℃未満の融点を有する、請求項２乃至６の
いずれか１項に記載の使用。
【請求項１１】
　前記常磁性イオン液体に他の官能基および／または添加剤を添加する、請求項１乃至１
０のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１２】
　供給物から成分を抽出する方法であって、
　前記供給物と均一相中に磁性イオンを含有するイオン液体を含む抽出媒体とを接触させ
ることにより、前記成分と前記抽出媒体の抽出物を生成すること、および
　前記抽出物を磁場によって分離すること
からなる方法。
【請求項１３】
　供給物から成分を抽出するためのデバイスであって、
　イオン液体を含む、供給物から成分を抽出するための抽出媒体、ここで該抽出媒体は均
一相中の磁性イオンを含有する磁性イオン液体を含み、および
　抽出物を分離するための磁場を発生させるユニット
からなるデバイス。
【請求項１４】
　前記磁性イオン液体が常磁性液体である、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　供給物から成分を抽出するための抽出媒体であって、該抽出媒体が均一相中の磁性イオ
ンを含有する磁性イオン液体を含む。
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